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27The Experience Process in Making Collage
際に表現されていた。例えば、作品の変化にこだわ
り、変化できない自分にがっかりしたり、変わるこ
とがよいことのような意識になったり、他者の目を
気にしたりなど、鑑賞会のシェアリングがこういっ
た風潮を強化したのかもしれない。
　言語化の問題は確かに危険性もあることを理解し
なければならないが、しかしイメージを楽しんだ
り、遊ぶだけでは心理療法とはなり得ず、ある程度
の言語化によって意識化することも自分の問題を焦
点化することになる。シェアリングにはこのことを
良く理解して観察しなければならない。今回の専門
家集団におけるコラージュ制作と鑑賞会は山上
（2008）による対人援助職へのアートセラピーで述
べられていることに共通することが多かった。また
何が生じてくるかも山上の指摘に納得できた。その
中でも本研究は遊びとか楽しみという経験に焦点を
与えたものである。それは長谷川(2011)の報告にある
ようなディケアにおける統合失調症を中心にしたメ
ンバーと行った鑑賞会とは非常に異なっていた。病
理のあるメンバーに対しては個人心理療法であって
も集団であっても、メンバーの調子や病態をアセス
メントしなければならないし、シェアリングも細心
の注意を持って進めなければならないことは言うま
でもない。統合失調症や摂食障害の人たちの作品は
変化がきわめて少ないことを思い浮かべてみると、
改めてそれが何を表すのかを考えてみたい。19名の
臨床心理士たちには、作品が変わることに体験も同
時に変化していくことを考えると、変わらないし変
えないということに病理の重さが関係してくるかも
しれない。その意味で健康な人たちのコラージュ制
作について知っておくことは、意味があることを改
めて感じたことであった。
５．まとめ
　集団で行った臨床心理士のコラージュ制作につい
て、以下のようにまとめた。
①　制作者は自分の作品の変化に気がついたとき
満足感を得ている。それは楽しい感じとか場合
によっては退行による遊ぶ感じでもあった。
②　集団法は自分の作品から表現に変化を求める
というよりも、他者の作品から触発されて変化
がもたらされることが多い。作品の表現方法で
変化を指摘されることが多かったが、しかしそ
の変化の内容はテーマや色彩など制作者の内的
世界への通路とも考えられる。
③　集団法でのシェアリング体験は、作品を語る
ことでより自己理解が進む側面もある。しかし
その反面、言語化の際の戸惑いと集団から評価
を気にする面もあった。
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